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	「学生による授業評価」のまとめ　2010年度春学期刊行にあたって
	① 実施率　大学全体では、授業評価の実施率は99.8％（547／548科目）でした。キャンパス別にみると、名古屋99.8％（431／432科目）、瀬戸100.0％（116／116科目）でした。
	電算処理実施科目の約70％が評定平均4.2以上となっていますが、4番から18番の評定平均値が3.0未満であった科目が2件ありました。当該科目の授業担当者には、授業改善方策の検討を別途お願いしました。
	以下、すべての設問について評定平均値の分布の様子を図2-1から図2-18に示しました。
	①　科目名、教員名、休講・補講回数、回答率など　「回答率」は、登録人数のうち、実際の回答者数の割合を表しています。通常の調査と同様、回答率が極端に低い場合には、そのデータの信頼性に疑問が生じることになります。
	②　レーダーチャート２種類　右下の図は、回答者全員の集計結果です。左上の図は、項目１から３の授業参加姿勢の評定平均値が、3.0以上の学生だけに絞って集計した結果です。
	③　「授業評価結果を踏まえた点検・評価」　各教員が今回の授業評価結果を踏まえて書いた報告です。結果の自己点検・評価や、次学期に向けた改善策などが書かれています。
	FD委員会では、一定の基準に合致した科目（高評価科目および低評価科目）について、授業評価用紙の裏面に書かれた自由記述欄を閲覧しています。これは、学生の皆さんがどのような授業を高く評価しているのか、また、授業運営上のどのような問題点の改善を望んでいるのかを明らかにするためです。
	多くの受講生によって指摘されている授業の問題点や改善要望点については、FD委員会で検討した後、授業担当者と話し合いの機会をもち、改善に向けた具体的な方策を考えています。授業担当者に問題点に応じた研修を求める場合もあります。
	自由記述欄に書かれた授業環境（照明、空調、机・椅子、視聴覚機器、外の雑音など）に関する要望については、関係部署や自己点検・評価委員会で取り上げて、授業環境の整備に努めています。

